炭酸ガスレーザー治療に関する説明文書および同意書

日付：　　　 年　　　 月　　　 日
説明者署名：　　　　　　　　　　 

1．この治療について
炭酸ガスレーザー（CO₂レーザー）は、水に反応して皮膚を削る・蒸散させる作用を利用した治療です。
ほくろ・いぼ・脂漏性角化症・ニキビ瘢痕・やけどや手術の瘢痕・小じわや肌質改善など、様々な症状に対して治療が可能です。

2．治療を避けたほうがよい方
• ケロイド体質の方
• 抗凝固薬を服用している方
• 強い日焼けをしている方
• 妊娠中の方
• 授乳中の方（治療自体は可能ですが、使用薬剤によって制限があるため医師と要相談）
• コントロール不良の糖尿病の方（感染・治癒遅延のリスクが高いため）
• 医師が不適切と判断した場合

3．治療方法
• 麻酔の注射またはクリームを使用し、痛み対策を行った後、レーザーを照射します。
• 治療は短時間ですが、安全のため動かないようご注意ください。
• 治療後は外用薬を塗布し、テープ保護を行います。
• ご自宅でも指示された処置を継続してください。
• 上皮化（傷が治ること）が完了するまで保護が必要です。不適切な処置は合併症の原因となります。

4．麻酔について
• 局所的に麻酔注射を使用します。場合によっては麻酔クリームを併用する場合もあります。
• 麻酔薬によるアレルギーや、まれに麻酔クリームでかぶれることがあります。
• 過去に麻酔薬で体調不良を起こしたことがある方は必ずお知らせください。

5．起こりうる合併症
• 炎症後色素沈着（PIH）：治療後に茶色い色素沈着。多くは数カ月で改善しますが、長引く場合もあります。
• 赤みの遷延：通常2〜3週間で改善しますが、深い治療では数カ月続くこともあります。
• 感染：不十分なケアなどにより細菌・真菌感染を起こし、赤みや膿が出ることがあります。
• 萎縮性瘢痕：皮膚がへこむ瘢痕が残ることがあります。改善治療を行っても完全に治らないことがあります。
• 肥厚性瘢痕：赤く盛り上がる瘢痕が、胸・肩・関節・口周囲など張力の強い部位にできることがあります。
• 白色瘢痕：皮膚が白っぽく光沢を持つ瘢痕。改善が難しいため注意が必要です。
• 出血：血流が増えると再出血することがあります。治療当日は飲酒・運動・長時間入浴を避けてください。

6．合併症への対応
上記合併症に対する処置や処方に関しては、患者様ご本人に費用負担をいただきます。
治療はすべて自費となります。
また、根治が難しい合併症については対応を致しかねますので、十分にご検討のうえ、治療をお受けくださるようお願いいたします。

年　　　　月　　　　日
説明医師：　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
7．同意欄
私は、炭酸ガスレーザー治療について上記の説明を受け、
内容を理解し、疑問点についても説明を受けました。
そのうえで、この治療を受けることに同意します。

年　　　　月　　　　日
患者氏名（署名）：　　　　　　　　　　　　　　印
保護者氏名（未成年の場合）：　　　　　　　　　　　　　　印
